
つるせ台地区地区計画  

 

決定：平成２０年１１月２１日 

名    称 つるせ台地区     

位    置 富士見市鶴瀬西二丁目及び三丁目の各一部 

面    積  約 ９．５ ㏊ 

地区計画の目標 

 本地区は東武東上線鶴瀬駅から徒歩圏内に位置し、老朽化する機構住宅の建て替えを促進

し、土地の有効・高度利用を図るとともに居住水準の向上と住環境の整備を図る地区として

位置付けられている。 

 そこで、地域に開かれた住宅団地の再生を進めながら、身近に緑を感じる公園・広場をつ

くり、又、安全な生活基盤づくりを進めるとともに、周辺の居住環境への配慮とゆとりある

居住水準の向上を図ることにより、地域の将来像である緑豊かで、安全・安心のまちを目指

す。 

土地利用の方針 

 本地区を大きく２つの地区に区分し、それぞれの特性に応じた良好な環境の形成及び保全

を図り、適切な土地利用を実現する。 

 １ 住宅地区 

  土地の有効・高度利用や利便性を考慮したゆとりとうるおいのある住宅市街地を形成 

する。 

 ２ 公共公益施設地区 

 周辺地域に開かれた小学校及び緑豊かな公園としてふさわしい環境を形成する。 

地区施設の整備の方針

 本地区内及び周辺地区の地域住民の利便性及び安全性を確保するため、主要区画道路及び

区画道路を地区施設の道路として適切に配置し、歩行者空間の充実とネットワーク化を図

る。 

建築物等の整備の方針

 良好な住環境を形成し保全するため、建築物等の用途の制限、建築物の敷地面積の最低限

度、建築物の高さの最高限度、壁面位置の制限を定めるとともに、街並み景観の向上と防犯・

防災を考慮し、垣又はさくの構造の制限を定める。 

 

その他当該区域の整備、

開発及び保全に関する

方針 

 地区内の既存樹木は、積極的に活用を図り、敷地内緑化に努める。 

種   類 名   称 幅   員 延   長 備  考 

主要区画道路１号 １２ｍ 約２７０ｍ   

区画道路１号   ８ｍ 約３３０ｍ   

区画道路２号 ８ｍ～１０ｍ 約２４０ｍ   

区画道路３号 ８．７ｍ～８．９ｍ 約 ９０ｍ   

区画道路４号   ６ｍ 約１２０ｍ   

区画道路５号   ６ｍ 約 ９５ｍ   

区画道路６号   ６ｍ 約１４０ｍ   

区画道路７号   ６ｍ 約１３５ｍ   

区画道路８号 ５．５ｍ～６ｍ 約 ９０ｍ   
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区画道路９号 ４ｍ～４．２ｍ 約２８０ｍ   

地区の 

名 称 

住宅地区 

（約７．０ha） 

公共公益施設地区 

（約２．５ha） 
地区の 

区 分 地区の 

面 積 

近隣商業地域 

約０．０４ha 

第一種住居地域

約２．８ha 

第一種中高層 

住居専用地域 

約４．８８ha 

近隣商業地域 

約０．０３ha 

第一種中高層 

住居専用地域 

約２．４７ha 

建築物等の用途の制限

 次に掲げる建築物は、建築してはならない。 

(1)倉庫（防災用倉庫、建築物に附属するものを除く）

(2)共同住宅で、床面積が２５㎡未満の住戸を５戸以上

有するもの（管理人室を除く） 
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建築物の敷地面積の 

最低限度 

         １２０㎡ 

 ただし、公益上必要な建築物の敷地として使用する 

場合を除く。 
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壁面の位置の制限 

 計画図に表示する道路（主要区画道路１号）に面する建築物の外壁若しくはこれに代わる

柱の面又は建築物に附属する高さ２ｍを超える門もしくは塀の面は、道路境界線（隅切りを

除く）から２ｍ以上後退しなければならない。 

 その他の道路に面する建築物の外壁若しくはこれに代わる柱の面又は建築物に附属する

高さ２ｍを超える門もしくは塀の面は、道路境界線（隅切りを除く）から１ｍ以上後退しな

ければならない。 

 計画図に表示する隣地境界に面する建築物の外壁又はこれに代わる柱の面は、隣地境界線

から１ｍ以上後退しなければならない。 

 ただし、壁面の位置の制限を超えて存する建築物の部分が、次のいずれかに該当する場合

は、適用しない。 

(1)バルコニー、出窓、屋外階段及び玄関ポーチ等で外壁又は柱のないもの並びにひさし 

(2)物置、車庫等で軒高２．３ｍ以下で床面積の合計が５㎡以内のもの 

 

「区域及び地区整備計画は、計画図表示のとおり」 

(3)外壁又はこれに代わる柱の中心線の長さの合計が３ｍ以下のもの 

(4)地盤面下の部分 

(5)奥行が１１ｍ未満の敷地にあっては、下表のとおりとする。なお、計画図に表示する道

路（主要区画道路１号）又は計画図に表示する隣地境界からの壁面の位置の制限につい

ては、下表にかかわらず道路境界線から２ｍ以上又は隣地境界線から１ｍ以上後退しな

ければならない。 

奥     行 壁面後退距離 

１０．０ｍ以上～１１．０ｍ未満 ０．８ｍ 

９．０ｍ以上～１０．０ｍ未満 ０．６ｍ 

９．０ｍ未満 ―  
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建築物等の高さの 
計画図に示す区域内に限り１２ｍとする。 

最高限度 

道路に面する側の垣又はさくの構造は、次のいずれかに該当するものでなければならな

い。 

(1)生垣 
垣又はさくの 

(2)地盤面から高さ６０cm以下の基礎部分（コンクリートブロックやレンガ又は石積等） 
構造の制限 

の上に透視可能なフェンス又は植栽を組み合わせたもので高さ１．５ｍ以下のもの 

   ただし、壁面の位置の制限以上の距離にあるもの又は門柱及び門に附属するそで（高さ 

２ｍ以下で合計の長さが４ｍ以下のもの）は、適用しない。 


